




























































独り暮らしの被爆者の割合 13.9% 18.6% 
1.健康状況
1.健康である 12.8% 7.9% 
2.通院治療している 81.2% 82.0% 
3.入院中である 5.7% 7.7% 
4. 自宅で寝たきりである 0.3% 1.5% 
5.不明 0.0% 0.9% 
2. 日常生活状況
1.自分でできる 91.2% 81.1% 
2.誰かに手伝ってもらう 8.8% 15.5% 
3.不明 0.0% 3.4% 
3.悩みの状況
1.悩みはない 80.6% 26.2% 
2.悩みがある 19.4% 59.8% 























































図 1 老年期の精神保健に関与する要因(西村， 1985.一部改変)
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6章被爆者の高齢化と精神保健










計数をみると， 1985年に59万人だった痴呆老人は， 2000年には約 2倍の112万
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